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 はじめに                                       

本市では、これまで、大規模災害等発生時に、被災者及び避難者に対し、物資の流通が回

復するまでの間の初期対応として、迅速に緊急物資の供給を図るため、平成１５年度に策定

した「災害時緊急物資備蓄計画」に基づき緊急物資を備蓄している。 

しかしながら、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では、地震の揺れや津波、

液状化現象などによって広大な範囲で被害が発生し、道路、鉄道、港湾など、都市の基盤施

設に大きな影響を及ぼし、各種の防災対策の整備に大きな教訓を与える結果となった。 

この東日本大震災の発生を受けて、本市でも、災害時における備蓄の取組をさらに推進す

るため、平成２３年８月、若手職員有志による「災害時緊急物資備蓄計画リニューアル推進

チーム」を立ち上げ、約半年間、緊急物資の備蓄数量・品目、備蓄場所等の見直しについて

検討を重ねた結果を踏まえ、対応可能な取組から実施してきたところである。 

また、香川県が、平成２５年度に新たに公表した「香川県地震・津波被害想定（第二次公

表）」によると、南海トラフを震源とする最大クラスの地震が発生した場合には、避難所へ

の避難者数が、県内で最大１１万９千人、高松市内で４万３千人に達するとされており、従

来を大きく上回る備蓄が求められている。 

そこで、東日本大震災での教訓や新たな香川県の被害想定を踏まえ、従来から備蓄してい

る緊急物資の備蓄数量・品目、備蓄場所等を大幅に見直し、「命を守ること」に主眼を置き、

香川県と連携・協力しながら備蓄を推進することとし、本市の「災害時緊急物資備蓄計画」 

を修正する。 

今後は、この修正した計画に基づき、自助・共助・公助の考え方から、市民による日頃か

らの家庭内備蓄等を促進するとともに、流通備蓄及び救援物資の調達手段も含め、市民・企

業・行政が、日頃からの備えや災害時の適切な対策を講じることができるよう、体制を強化

していくこととする。 

なお、本計画は、新たな被害想定や課題が生じた場合には、その都度検討を加え、修正す

るものとする。 
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１ 基本的な考え方                        

大規模災害等発生時には、流通機能が停止し、救援物資が届きにくい状態となることが

懸念されるほか、家屋の倒壊、焼失等により多数の避難者、負傷者の発生が予想される。 

このため、本市では、災害時における自助・共助・公助の役割分担を踏まえ、災害発生

時から流通備蓄及び救援物資が調達されるまでの間に、必要不可欠な食料及び飲料水、生

活必需品、資機材を備蓄する。 

一方、各家庭や企業・事業者等においても、「自らの身の安全は自ら守る」ことを基本

に、日頃から災害に備えてもらうための普及啓発を図り、食料及び飲料水、生活必需品等

の備蓄を促進していく。  

 

 

 

２ 備蓄対象避難者数                        

緊急物資の支給対象である備蓄対象避難者数は、平成２５年度に香川県が公表した「香

川県地震・津波被害想定（第二次公表）」における、南海トラフを震源とする最大クラス

の地震が発生した場合の避難所への避難者数に、避難所へ食料を求めた食料需要者数を加

えた数とする。 

 

【香川県地震・津波被害想定（第二次公表）に基づく備蓄対象避難者数】       （人） 

※食料需要者数…避難所へ食料を求める避難者数で、阪神淡路大震災時の事例による。 

   （避難所避難者数の２０％とする。） 

 

 

 

３ 備蓄品目                            

災害発生時から流通備蓄及び救援物資が調達されるまでの間に、必要不可欠な緊急物資

を備蓄する。 

また、高齢者や乳幼児、障がい者などの要配慮者や男女のニーズに配慮した備蓄にも努

める。 

 

 

 

 被害想定 

総避難者数 ７２，０００ 
食料需要者数②※ 

備蓄対象避難者数 

（①＋②） 

避難所避難者数① 避難所外避難者数 

４３，０００  ２９，０００ 
８，６００ 

（①×0.2） 
 ５１，６００ 



3 

 

（１）食料及び飲料水   

命を守るために最低限必要な食料及び飲料水を備蓄する。 

品  目 備  考 

アルファ化米（白米） 《対象：全避難者》 

主食として、高齢者、乳幼児及びアレルギー体質等の人にも対応で

きるアルファ米（白米）を選定し、備蓄する。 

乾パン・パン類 《対象：全避難者》 

アルファ化米以外の主食として、乾パン・パン類を備蓄する。 

米粉クッキー・羊羹 《対象：全避難者》 

アルファ米以外の主食として、アレルギー体質等の人にも対応でき

る米粉クッキー・羊羹を備蓄する。 

粉ミルク 

 

《対象：乳幼児》 

乳幼児用として、粉ミルクを備蓄する。また、アレルギー体質の乳

幼児に対応した粉ミルクも備蓄する。 

液体ミルク 《対象：乳幼児》 

乳幼児用として、液体ミルクを備蓄する。 

保存水 《対象：全避難者》 

飲料用として、長期保存が可能な保存水を備蓄する。 

１人１日当たり３ℓを基準とし、500mℓペットボトルでの備蓄を基

本とする。なお、民間業者との提携も含め、効率的な備蓄に努める。 

 

（２）生活必需品  

避難所生活を送る上で必要な生活必需品を備蓄する。 

品  目 備  考 

毛布 

 

《対象：全避難者》 

毛布は、代替品として一部をアルミブランケットで備蓄する。 

タオル 《対象：全避難者》 

 フェイスタオルを備蓄する。 

紙おむつ 

（乳幼児用・大人用） 

・乳幼児用《対象：おむつ使用が必要な乳幼児》  

・大人用《対象：おむつ使用が必要な寝たきり高齢者等》 

生理用品 《対象：１０歳～６０歳の女性》 

生理期の女性のために備蓄する。 

授乳カップ 《対象：乳幼児》 

水が使用できない場合を想定し、使い捨て授乳カップを重点的に 

に備蓄する。 

トイレットペーパー 

ポリエチレン手袋 

ごみ袋 

ビニールラップ 

《対象：全避難者》 

避難所の生活環境保持等のために備蓄する。 

食器セット 《対象：全避難者》 

食事時の利便性を図るために備蓄する。 
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紙コップ 《対象：高齢者・乳幼児》 

高齢者や乳幼児等が、飲料水を飲む場合に使用するコップとし 

て備蓄する。 

 

（３）資機材  

避難所運営のために必要な資機材を備蓄する。 

品  目 

簡易トイレ し尿凝固剤（トイレ袋付） 

間仕切り テント（更衣室・授乳室用） 

ユニバーサルトイレ（車椅子対応型） オストメイト専用トイレ 

段ボールベッド スポットエアコン 

 

（４）感染症対策物資  

感染症対策を考慮した物資を備蓄する。 

品  目 

マスク 手指消毒液 

雨合羽（防護服の代替品） キッチンペーパー 

ハンドソープ 養生テープ 

巻尺 フェイスシールド 

非接触型体温計  

 

４ 備蓄目標                           

食料及び飲料水、生活必需品、資機材の備蓄目標は、備蓄対象避難者数、指定避難所数、

小学校数等を根拠に、年齢や性別等を考慮して算定する。 

ただし、県においても備蓄する、食料及び飲料水、生活必需品の品目については、１日

分の必要量を原則、県と等分で備蓄する。 
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（１）食料及び飲料水 

備蓄対象避難者数（５１，６００人）を算定根拠とし、１日分（３食分）を備蓄する。 

品  目 備 蓄 目 標 

アルファ化米（白米） 

乾パン・パン類 

米粉クッキー・羊羹 

５１，６００人×３食×１／２※＝７７，４００食  

※県と等分。 

・アルファ化米（白米）           ５１，６００食 

・乾パン・パン類、米粉クッキー・羊羹   ２５，８００食 

粉ミルク 
５１，６００人×０．８４％×０．１４㎏×１／２※≒３１ｋｇ 

※県と等分。 

・０歳児の割合（0.84％）：県算出 

・１人１日当たりの必要量（0.14 ㎏） 

粉ミルク 

（アレルギー対応） 
５１，６００人×０．８４％×３％×０．１４㎏≒１．８㎏ 

・０歳児の割合（0.84％）：県算出 

・０歳～１歳６か月の乳幼児のうちアレルギー体質の乳幼児の割合（3％） 

・１人１日当たりの必要量（0.14 ㎏） 

液体ミルク ５１，６００人×０．８４％≒４３４本≒４５６本（１箱２４本） 

・０歳児の割合（０．８４％）：県算出 

・１箱あたりの入数２４本 

保存水 
５１，６００人×３ℓ×１／２※＝７７，４００ℓ 

※県と等分。 

・１人１日当たりの必要量（３ℓ） 

 

（２）生活必需品   

避難所避難者数（４３，０００人）及び指定避難所数（１５５か所）を算定根拠と 

する。 

品  目 備 蓄 目 標 

毛布 

 

４３，０００人×１／２※＝２１，５００枚 

※県と等分。 

【内訳】・毛布 １５，５００枚 

（日赤香川県支部の備蓄毛布５００枚を充当。） 

・アルミブランケット ６，０００枚 

タオル 

４３，０００人×１枚＝４３，０００枚 

紙おむつ 

（乳幼児用） 

  

４３，０００人×２．５％×８枚×１／２※＝４，３００枚 

※県と等分。 

・０歳～２歳の乳幼児の割合（2.5％）：県算出 

・１人１日当たりの使用枚数（8 枚） 
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紙おむつ 

（大人用） 

４３，０００人×０．５％×８枚×１／２※＝８６０枚 

※県と等分。 

・寝たきり高齢者の割合（0.5％）：県算出 

・１人１日当たりの使用枚数（8 枚） 

生理用品 ４３，０００人×６．５％×１パック×１／２※≒１，４００パック 

※県と等分。 

・１０歳～６０歳の女性割合に生理期間を１か月のうち７日間と 

して算出（6.5％）：県算出 

・１人１日当たりの使用数１パック（18 枚程度入） 

授乳カップ ４３，０００人×１．３％≒６００人 

６００人×６個＝３，６００個 

・０歳～１歳６か月の乳幼児の割合（1.3％） 

トイレットペーパー 
指定避難所数（１５５か所）×１セット（１２個）＝１５５セット 

ポリエチレン手袋 
指定避難所数（１５５か所）×１セット（１０枚）＝１５５セット 

ごみ袋 
指定避難所数（１５５か所）×１セット（１００枚）＝１５５セット 

ビニールラップ 
指定避難所数（１５５か所）×１セット（５０ｍ×２本）＝１５５セット 

食器セット 指定避難所数（１５５か所）×１６セット≒２，５００セット 

紙コップ ４３，０００人×５．４％×３食≒７，０００個 

・０歳～３歳の乳幼児と要介護３以上の人の割合（5.4％） 

 

（３）資機材  

原則、小学校、中学校数等、避難所避難者数（４３，０００人）等を算定根拠とする。 

    品  目 備 蓄 目 標 

簡易トイレ 小学校、中学校数等（７７か所）×１０基＝７７０基 

コミュニティセンター数（５１か所）×１５基＝７６５基 

支所等（６か所）×１５基＝９０基 

瓦町 FLAG 等＝１９０基 

１，８１５基 

し尿凝固剤（トイレ袋付） トイレ使用者数９，８００人×６回×３日 

            ＝１７６，４００個 

・トイレ使用者数は、避難所避難者数、下水道普及率、 

下水道支障率、下水道区域外割合等をもとに算出。 

間仕切り 小学校・中学校数等（７７か所）×２０張 

＝１，５４０張 

テント（更衣室・授乳室用） 小学校・中学校数等（７７か所）× ２張 

＝１５４張 

ユニバーサルトイレ（車椅子対応型） 小学校・中学校数等（７７か所）×１基＝７７基 
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オストメイト専用トイレ １０基 

段ボールベッド ４７６基 

スポットエアコン ４０台 

 

（４）感染症対策物資  

原則、小学校、中学校数等、避難所避難者数（４３，０００人）等を算定根拠とする。 

品  目 備 蓄 目 標 

マスク 
４３，０００人×３日分（県基準）＝１２９，０００枚 

手指消毒液 
１０本×１６８カ所×０．５L＝８４０L 

・１避難所あたり１０本（県基準） 

・指定避難所１５５カ所＋指定管理者施設１２カ所＋災害対策本部

室：１６８カ所 

雨合羽（防護服の代

替品） 
１避難所あたり２着×（指定避難所１５５カ所＋指定管理者施設１

２カ所）＝３３４着 

キッチンペーパー 
１避難所あたり２ロール×（指定避難所１５５カ所＋指定管理者施

設１２カ所）＝３３４ロール 

ハンドソープ ５２個＋５１５個＋２４個＝５９１個 

・コミュニティセンター１カ所あたり１個×５２カ所：５２個  

・コミュニティセンター以外の指定避難所１カ所あたり５個×１０

３カ所：５１５個 

・指定管理者施設１カ所あたり２個×１２カ所：２４個 

養生テープ 
１避難所あたり３個×（指定避難所１５５カ所＋指定管理者施設１

２カ所）＝５０１個 

巻尺 
１避難所あたり１個×（指定避難所１５５カ所＋指定管理者施設１

２カ所）＝１６７個 

フェイスシールド 
１避難所あたり４個×（指定避難所１５５カ所＋指定管理者施設１

２カ所）＝６６８個 

非接触型体温計 １避難所あたり１個×（指定避難所１５５カ所＋指定管理者施設１

２カ所）＋５個＝１７２個 

・避難所外避難者、災害対策本部用 ：５個 

 

５ 備蓄物資の更新                        
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保存期限を有する備蓄物資については、計画的に更新を行い、保存期限を迎える前年度

に、地域の防災訓練で配布するなど、市民の防災意識の高揚を図るため利活用する。   

 

６ 備蓄場所                           

備蓄場所は、被災者の臨時的、一時的な滞在・宿泊場所となる「指定避難所」に指定さ

れている施設の中から、原則、小学校（跡施設含む。）、中学校、コミュニティセンターを

選定する。このほか、各地域への緊急物資を補完・補充するために各支所等を選定する。 

（別表１ 備蓄場所一覧） 

 

７ 流通備蓄                           

食料及び飲料水、生活必需品等に関して、市内にある業者等と協定を締結し、災害時に

必要な物資を調達できるように体制を備える。今後も協定の締結を推進し、流通備蓄が有

効に機能する体制を構築する。 

 

【物資供給等に関する協定締結一覧】                 （令和５年３月現在） 

協 定 名 協 定 先 

災害時における物資の供給等に関する協定 

生活協同組合コープかがわ 

（株）マルナカ 

（株）マルヨシセンター 

災害時における救援物資提供に関する協定 四国コカ・コーラボトリング（株） 

災害時における防災活動協力に関する協定 イオンリテール（株） 

災害時における防災活動協力に関する協定 （株）イズミ（ゆめタウン高松） 

災害時におけるし尿収集業務等の支援に関する協定 高松市清掃業者連合会 

災害時における避難所への飲料水供給に関する協定 四電エンジニアリング（株） 

災害時におけるレンタル機材の提供に関する協定 （株）アクティオ四国支店 

災害時におけるエルピーガス等の調達に関する協定 
香川県エルピーガス協会高松支部 

香川エルピーガスクリーン協同組合 

災害時における応急対策資機材等の供給に関する協定 西村ジョイ（株） 

災害時における物資供給に関する協定 NPO 法人コメリ災害対策センター 

災害時等における物資の供給協力等に関する協定 ダイキ（株） 

災害時等における応急対策支援及び応急復旧資機材供給 

に関する協定 
（株）フソウ 

災害時における福祉用具物資の供給等協力に関する協定 一社 日本福祉用具供給協会 
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８ 救援物資                           

国や県、近隣の各自治体と連携・協力しながら、救援物資の受入体制の強化に努める。 

 

【救援物資に関する協定締結一覧】                  （令和５年３月現在） 

 

 

 

 

 

９ 家庭内備蓄                          

市民に対して、ローリングストックによる備蓄方法を啓発するなど、最低３日分程度の

災害時における避難所の衛生管理及び衛生用品の供給に 

関する協定 
一社 香川県ビルメンテナンス協会 

災害時における畳の供給等の協力に関する協定書 
「５日で５０００枚の約束。」プロジェクト実

行委員会 

災害時における応急生活物資の供給等に関する協定書 
（株）朝日段ボール 

Ｊパックス（株） 

協 定 名 協 定 先 

中国・四国地区都市防災連絡協議会災害時相互

応援協定 
地区内の県庁所在市 

中核市災害相互応援協定 中核市 

全国中央卸売市場協会災害時相互応援に関する

協定 
協会加盟都市の中央卸売市場 

瀬戸・高松広域定住自立圏域災害時相互応援協定 土庄町、小豆島町、三木町、直島町、綾川町 

災害時の相互応援に関する協定 香川県、県内市町 

災害時における相互支援協定 彦根市、水戸市 

高松市・由利本荘市災害時相互援助協定 由利本荘市 

瀬戸内・海の路ネットワーク災害時相互応援に

関する協定 
瀬戸内海沿岸市町村 

全国ハンセン病療養所所在市市町連絡協議会構

成団体における災害時の相互支援に関する合意 

青森市、登米市、草津町、東村山市、御殿場市、 

瀬戸内市、合志市、鹿屋市、奄美市、名護市、 

宮古島市 

災害時における相互支援協定 下野市 
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食料及び飲料水、生活必需品等の家庭内備蓄を呼びかける。 

このほか、自主防災組織の平常時の活動などにおいても啓発を行い、地域における備蓄

の促進を図る。 

 

【家庭内備蓄品の例】 

飲料水（１人１日３ℓ） 非常用給水袋 アルファ化米 

乾パン インスタントラーメン 缶詰類 

レトルト食品 切り餅 即席スープ・みそ汁 

ビスケット・キャンディ・チョコレート 塩 上着・下着・靴下 

予備電池 卓上コンロ・ガスボンベ 固形燃料 

鍋・やかん ラップ タオル・バスタオル 

毛布  雨具 皿・コップ（紙・ステンレス） 

わりばし・スプーン 歯ブラシ・石けん 携帯電話の充電器（電池式等） 

新聞紙 使い捨てカイロ 安全ピン 

 

１０ 企業・事業者等における備蓄                      

企業・事業者等は、管理する施設の耐震性・耐火性の強化などに取り組み、災害発生

時に、従業員や来場者、帰宅困難者等の安全確保を図るとともに、応急措置を迅速かつ

的確に講じることができるように、最低３日分程度の食料及び飲料水、生活必需品、資

機材等の備蓄の促進を図る。 

 

【企業・事業者等備蓄品の例】 

食料品（缶詰、レトルト食品等） 飲料水 医薬品 

簡易トイレ 毛布 アルミブランケット 

テント ラジオ 乾電池 

軍手 長靴 自転車 

自家発電機 燃料 衛生用品 
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１１ 能登半島地震を踏まえた備蓄                 

本市において既に備蓄している物資に加え、能登半島地震を踏まえて被災した観光客に供給

するための備蓄物資の確保、発災時における避難所での更なる物資のニーズに対応するための品

目増加及び災害時に対応する職員用備蓄の確保に努める。 

 

（１） 被災した観光客に供給するための備蓄 

 

対象者数 

エリア 備蓄対象者数 

女木島 延べ 1,260人 

（420人×3日） 

男木島 延べ 1,260人 

（420人×3日） 

大島 延べ 600人 

（200人×3日） 

その他 872人 

合計 3,992人 

 

品  目 備  考 

アルファ化米（白米） ３，９９２人×３食＝１１，９７６食≒１２，０００食 

保存水 ３，９９２人×３ℓ＝１１，９７６ℓ≒１２，０００ℓ 

生理用品 ３，９９２人×６４．９％×９４．５％×２２．５％≒５５１パ

ック≒５６０パック×２種類（昼用・夜用）＝１，１２０パック 

・瀬戸内国際芸術祭来場者における男女比のうち女性の割合 

（６４．９％） 

・瀬戸内国際芸術祭来場者における１０歳代～６０歳代の割合

（９４．５％） 

・生理期間が１ヶ月のうち７日間としたときの割合（２２．５％） 

し尿凝固剤（トイレ

袋付） 

トイレ使用者数５１０人×６回＝３，０６０セット≒３，１００

セット※トイレ使用者数は、避難所避難者数、下水道普及率、 

下水道支障率、下水道区域外割合等をもとに算出。 

ポリエチレン手袋 対象指定避難所数（５か所）×１００枚＝５００枚 

ニトリル手袋 対象指定避難所数（５か所）×１００枚＝５００枚 

ごみ袋（半透明） 対象指定避難所数（５か所）×１００枚＝５００枚 

ごみ袋（黒） 対象指定避難所数（５か所）×１００枚＝５００枚 

サニタリー用ポリ袋 対象指定避難所数（５か所）×１００枚＝５００枚 

アルコール消毒液 ３，１２０人×３ml×１５回≒１４１L 

１プッシュ３ml、１日に１５回消毒すると仮定 

ハンドソープ ３，１２０人×３ml×１５回≒１４１L 

１プッシュ３ml、１日に１５回消毒すると仮定 

瀬戸内国際芸術祭の各エリアにおける来場者数から、

大規模災害時に孤立する恐れのある観光客数（備蓄対象

者数）を算定。 

女木島・男木島・大島エリアについては、長時間孤立

する可能性もあることから、各島を結ぶ就航船の定員数

を基に、３日分の備蓄を行う。 

その他のエリアについては、他の自治体の会場を経由

して、本市を訪れた際に被災する可能性を考慮し、小豆

島・直島・高松港付近における１日あたりの来場者数の

半数を対象として備蓄を行う。 
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歯磨きセット ３，１２０人×１本＝３，１２０本 

タオル １， ０４０人×１枚＝１，０４０枚 

※女木島・男木島・大島の備蓄対象者数（４２０人＋４２０人＋２００人） 

アルミブランケット １， ０４０人×１枚＝１，０４０枚 

※女木島・男木島・大島の備蓄対象者数（４２０人＋４２０人＋２００人） 

トイレットペーパー ３，１２０人×８ｍ÷２００ｍ≒１２５ロール 

※１人１日あたりの使用量が平均８ｍ 

※１ロールあたり２００ｍ 

（２） 避難所の生活環境改善のための備蓄 

 

原則、備蓄対象避難者数（５１，６００人）及び避難所避難者数（４１，６００人）並びに

指定避難所数（１５５か所）を算定根拠とする。 

品  目 備  考 

防犯ブザー 指定避難所数（１５５か所）×２個＝３１０個 

ランタン 指定避難所数（１５５か所）×２個＝３１０個 

単三電池 指定避難所数（１５５か所）×４０本＝６，２００本 

単四電池 指定避難所数（１５５か所）×４０本＝６，２００本 

液体ミルク ５１，６００人×０．８４％≒４３４本≒４５６本（１箱２４本） 

・０歳児の割合（０．８４％）：県算出 

・１箱あたりの入数２４本 

離乳食 ５１，６００人×２．５％×３食＝３，８７０食 

おしりふき ４３，０００×（２．５％+０．５％）≠１，２９０パック 

・０歳～２歳の乳幼児の割合（２．５％）：県算出 

・寝たきり高齢者の割合（０．５％）：県算出 

サニタリー用ポリ袋 対象指定避難所数（１５５か所）×１００枚＝１５，５００枚 

ごみ袋（黒） 対象指定避難所数（１５５か所）×１００枚＝１５，５００枚 

ニトリル手袋 対象指定避難所数（１５５か所）×１００枚＝１５，５００枚 

ブルーシート 対象指定避難所数（１５５か所）×５枚＝７７５枚 

歯磨きセット ４３，０００人×１本＝４３，０００本 

次亜塩素酸ナトリウム 対象指定避難所数（１５５か所）×１ℓ＝１５５ℓ 

 

（３） 職員用備蓄 

 

原則、高松市業務継続計画における非常時優先業務に必要な職員数（約９００人）を算定根

拠とする。 

品  目 備  考 

乾パン ９００人×２食×３日分=５，４００食分 

保存水 ９００人×１ℓ×３日分＝２，７００ℓ 

生理用品 ９００人×６．５％≒５９人×２パック（昼用・夜用）＝１１８パック 

ウェットティッシュ ９００人×１パック＝９００パック 
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別表１

 

 


